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　　　PrimeShip−NAPA 　Manager の 紹介
一 NAPA プロ グ ラム を用 い た復原計算書や縦強度計算書

　　　　　を作成 す る ア プリケ
ー

シ ョ ン ツ
ー

ル
ー

船体部

1．は じめ に

　PrimeShip−NAPA 　Manager （NAPA シ ス テ ム 上 で の 名称

は ClassNKManager ＞ は
， 船舶完 工 時 まで に 船級 の 承認 を

得る必要があ る復原性 や 縦強度 に関す る 完成計算書 の 作成

を支援する NAPA シ ス テ ム 上 で 作動す る ア プリケ
ー

シ ョ ン

ツ
ー

ル で あ る。本 ツ
ー

ル は
，

ブ イ ン ラ ン ドの ソ フ ト ウ ェ ア

会社 Napa グ ル
ー

プと共同 開発 した ッ
ー

ル で，　 Napa グ ル
ー

プ開発 の 設計 シ ス テ ム で ある NAPA シ ス テ ム 上 で 船舶性能

計算及 び Loading　Manual や 復原 性資料 の 完成図書用資料 の

作成が可能で ある。なお ， 本 ッ
ー

ル は NAPA シ ス テ ム ヒに

お い て ，ClassNK 　Manager の 名称 で 呼 ば れ る 。

　以 下 に
，
ClassNK 　Manager の 開発 の 目的 と主 な機能及 び

独 自の 機能 につ い て 紹介す る 。

2．ClassNK　Manager 開発 の 目的

　船舶 の 設計サ イ ク ル の 期間は 年 々 短 くな っ て きて お り，

か つ 条約等 の 要件 や 設計条件 も よ り複雑 に な っ て い る 為，

設計者 に は よ り高 い レ ベ ル で の 設計が 要求され て い る 。
こ

の 為，船舶設計及 び そ の 審査，承認 に 関 して 効率化 の 推進

が 重 要 な課題 とな っ て い る 。 近 年，基 本設計 か ら完成 設計

まで 3次元船型 モ デ ル を積極的に 活用す る こ と に よ り，設

計 の 効率化 を図 る こ と を理想 とす る NAPA シ ス テ ム が，日

本の 造船所間で 急速 に 導入 が 進 ん で い る 。 し か し
， 既存 の

NAPA シ ス テ ム で は，操作 に NAPA 言語 を用 い た コ マ ン ド

等が 用 い られ る こ とが多く，操作 の 習熟 まで に あ る程度の

期 聞 が 必 要 と さ れ る。さ ら に，実 務 で 使 用 す る に 為 に は，

各社 で あ る程 度 の カ ス タ マ イ ズが 必 要 で あ る 為，短期間か

つ リ ソ
ー

ス が 限 られ て い る場 合 に は，設計の 効率化 を 実現

す る の は難 しい 状 況 で あ る と思 わ れ る 。 実 際 NAPA シ ス テ

ム を導 入 した もの の 使用 は 初 期設計段階 に留 ま り，完成計

算及 び完成図書作成 で は活用 で きて い な い ケー
ス が散見 さ

れ る。

　 ClassNK　Manager は，こ うした状況 を打開する こ と を目

的 と し，NAPA シ ス テ ム に お け る 全 く新 しい コ ン セ プ ト に

よる ア プ リ ケ
ー

シ ョ ン ッ ール と して 開 発 が 行 わ れ た。な お，

本会の 独 自の ツ
ール で あ る 「PrimeShip−IPCA 」 と 同様 の 日

本的 な書式 で完 成 図 書 が 作成 で きる機能 を NAPA に 備える

こ とに よっ て ，NAPA に 精 通 して い な い 技術 者で も，　 NAPA

の 3 次 元 モ デ ル よ り非 損傷 時 ／ 損傷 時 復 原 性 資料 及 び

bOading　Manualを容易 に作成 可 能 と する こ と を 目標 と し開

発 を行 っ た 。

3．ClassNK　Manager 開発の コ ン セ プ ト

　ClassNK 　Manager は，船級協会 に 提 出 す る 承 認 用 図 書 作

成 に従事 して い る もの の NAPA プ ロ グ ラ ム に は精通 して い

な い エ ン ドユ
ーザーを主 対象者 と し，NAPA シ ス テ ム 上 で

簡易な 入 力操作 に よ り復原性計算 や 縦強度 計算，及 び完成

図書用の 資料が日本的書式 で 容易 に印刷可能 とす る こ と を

目的 と し，下記 の コ ン セ プ トを掲げた 。

（1）簡単 な操作 で の 入 力及 び入力数 の 削減

（2） トレ
ー

ニ ン グ不要 で 使用可能 な ツ
ー

ル

（3）ユ
ーザー

の ニ
ーズ に 沿 っ た 開発

（4）条約要件 に 適合した 計算

（5＞書類作成機能の 向上

4．C【assNK 　Manager の 概要

　ClassNK 　Manager は
，
　 NAPA シ ス テ ム で 構築 さ れ た 3次

元船型 モ デ ル を孱 い て各種船舶性能計算 を行い
， 完成 図書

作成 に 必要な書類 を作成す る ツ
ー

ル で あ る。概要 を図 1 に

示す。

図 1ClassNK 　Managerの 概要

　ClassNK　Manager に は，最初 に Balk　Carrierや Tanker等
の 船種 を選 択 す る こ とに よ っ て ，規 則 に よ り要 求 され る計

算機能が 自動 的 に選 択 さ れ る 機 能が あ り， 各船種 に 必要 と
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さ れ る損傷時 ／非損傷時復原性計算 及 び決定論的損傷時復

原性計算 ， 縦強度計算等 の 計算が 容 易 に 漏れ な く実行可能

となっ て い る。

目数 を最低限に 抑 え，口∫能 な 限 り規 定値 を示 す 仕 様 と

した こ と に よ り入力操作が 簡単 に な り，復原 性司算 や

承認用完成図書 の 作成が よ り迅速 に実行可 能と な っ て

い る 。

5．ClassNK　Manager の 主な機能

7．ClassNK　Manager 独 自の機能

　ClassNK 　Manager の 主な機能を以下 に示 す。

（1）船舶性能計算関係

・
非損傷時復原 性計算 （甲板上木材 分 浮 力考慮可）

・縦強度計算 （IACS統
一．一

規 貝［1の せ ん 断修 正 を含 む）

・決定論的損 傷 時 復原 性 計算
・確率論的損傷時復原 性計算 〔甲板 上 木材積載時含 む ）

（2）完成用計算図書用 の 資料作 成

・船長の た め の 復 原 性 資料

・Loading　Manual
・損傷時復原性計算書 （D −SDS，　 P−SDS）

（3）3 次 元 船型 モ デ ル の 入 力 データチ ェ ッ ク

（4）デ
ー

タ export 用 3次 元 船型 モ デ ル の 暗号化

6．ClassNK　Manager の 特長

（1）2009年 に改正 され た SOLAS 　II−1 章や 2010 年7 月 1R 以

　　後に起 工 され る船舶よ り条約要件 とな るlntact　Stability

　　Code　2008，他 に もIACS 統
一

規 則等の 最新 の 規則要

　　件 に 適 合 した 復 原 性計算 や 縦 強 度 計算が 実 行 1・∫能 で

　 　あ る 。

（2）甲板積 み 木材貨物分 の 予備浮力 を考慮 した 非損傷時及

　　び損傷時の 復原性 に つ い て も計算可能 で あ る。

（3）計算結果の 出力が ，日本 の 造船所で 作成 され て い る 完

　　成図書 に 近い 書式で 印刷 で き る よ うに な っ て い る の で ，

　　完成図書作成 に そ の ま ま活用 す る こ とが で きる 。 出 力

　　例 を 図 2 に 示す 。

図 2　非損傷時復 原 性及 び 縦強 度計 算 の 結 果

（4）NAPA の プ ロ セ ス統合 ツ
ー

ル で あ る Manager 機 能 を活

　　用 す る こ とで ，コ マ ン ドに よ る 入力 を 排 除 し，入 力 項

7．1　 Deck　Ioad　mode

　IACS 統
一
解釈 SC161 に よ れ ば，甲板積 み 木材貨物が

「ユ991 年の 甲板積 み木材 運搬 船 に関 す る安 全 実 施規 則 （決議

A ，715 （17＞」 の 第 3及 び 4節の 規定に従 っ て 固縛 され て い る

場合 に は，SOLAS 　II一ユ章で 要 求 され る損傷時復原性計算時

に 甲板積 み 木材貨物分 の 予 備 浮 力 を考慮 す る こ とが 口］
．
能 で

ある 。 （図 3）

図 3　甲板積 み 木材浮力形状 の 入力画 面

　さらに ，Intact　Stability　Code 　2008 で もパ ラ グ ラ フ 3．5．3

「甲板積 み 木材 を運 搬 す る 貨物船 に 関す る 復原性 曲線 の 計

算」 に よ れ ば，貨物 の 占め る 容積の 25 ％ の 浸水率 を想定 し

た 甲板積み 木材貨物 の 予備浮力 を考慮す る こ とが 可能 と の

規 定 が あ る。

　ClassNK 　Manager に は，　 NAPA シ ス テ ム で は初め て 甲板

上 木材 の 予備 浮 力 を考慮可 能 とす る機能 が付 加 され た。甲

板 積 み 木材 貨物 の 形 状 は，ClassNK 　Manager で 簡単 に定義

す る こ とが μ∫能で，各積載状態 で 甲板積 み 木材貨物積載時

の 代 替 復 原 性 要件 を選 択 し，復 原 性計算 の 実行が コ∫能 とな

っ て い る。

7．2 　ば ら積貨 物船 の IACS 統
一

構 造規則 に よ る せ ん

断力修正

　縦 強度計算 に 関 し，ば ら積貨物船の IACS 統
一

構造規則

に つ い て ，隔壁 位置で の せ ん 断修正 に 関 す る 計 算 機 能 を新

た に 開発 した。こ の 計算 に お い て ClassNK　Manager で は ，

考慮 され る内 底板 の 平 ら な範 囲 下 部の バ ラ ス ト水重量 は 自

動 的 に 計算 され る 。 また 規則適用 上，せ ん 断修正 は 浸水時

も含み 隔 倉積 とな る積載状 態 の み に 適 用 し，均 等 積付 状 態
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で は せ ん 断 修 正 を考慮 で きな い が ，ClassNK　Managerで は

各積載状態 に 対 し，浸水時 も含 み せ ん断修正 が 適用 口∫能か

否か を 自動的に判断 して 副算 を行 うこ とが で きる 。

　 こ の 為，IACS 統
一

構造 規 則 に 適 合 したせ ん 断修正 計 算 を

簡単に行 うこ とが で きる 。 （図 4＞

8．結 び

　 本会 は こ の 度，NAPA シ ス テ ム 上 に Bulk　Carrier及 び

Tanker 用 の 復 原 性 計算書 や Loading　Manua 】用 の 資料 を容

易 に作成 で きる機能 を持 っ た 全 く新 しい コ ン セ プ トの ア プ リ

ケーシ ョ ン ツ
ー

ル を開発 した。

　 こ の 開発 に よ り，基 本設計 で 作 成 した NAPA3 次 元船 型

モ デ ル を計算 に活用 で き る為，完成図書作成担当者 の 作業

効率 が 飛躍的 に向上 す る もの と思 わ れ る。ま た，各社 類似

の 書 式 に もか か わ らず，各社 に よ っ て行 わ れ て い た カ ス タ

マ イズ に必 要 な リソ ース の 軽 減 や 重 複 作業削 減 に 繋 が る もの

と思わ れ る。

　本 会で は ，今後 も ClassNK 　Manager の 利 便 性 と機 能 向上

を 目指 して ，ユ ーザ
ー

の ニ ーズ に 沿 っ た 開 発 や 改 正 規 則 へ

の 対応を随 時行 っ て い く r・定で あ る。

図 4　1ACS 統一規 則 に よ る せ ん 断修正

7．3　設定言語 に よ る ヘ ル プ機 能

　通 常 の NAPA シ ス テ ム に は，英 諸 ヘ ル プ機能 の み 備え ら

れ て い るが，ClassNK　Manager には 口本 語 に よ るヘ ル プ機

能が 用 意 され て い る。F1 キ
ー

を 押 す こ と に よ り，ユ
ー

ザ ー

が 設 定 した 言語 で の ヘ ル プ画面 を，各入 力画面 に応 じて 開

くこ と が で きる 。ユ
ー

ザ
ー

は 旧 本語 」「韓 国語 」「中国 語 」

「英語 」 の 中か ら い ずれ か の 言 語 を選択 し イ ン ス ト
ー

ル す る

こ とに よ り，設定言語で の 使用説明書を参照す る こ とがで

きる。日本 語 の 説明書が 用意 さ れ て い る こ と に よ っ て ，日

本の ユ
ーザー

が ClassNK 　Manager を使用 す る 際 に は 強力 な

支援 ッ
ー

ル となる もの と思 わ れ る 。 （図 5）

3．　1　」＋，1　Defin国ヒ…Dn
rDetinltientでは 、現 在のアレンジソントテーコルをド’口・．ゴタ o ンltス 鱒 喝 港択し 実1

’tt／一シfiン を特に指定 し な くて も デ
ー
タ が

靫 得 され うゴ ロ ジェク トの 現 行 バ
ー

ジ E ンが あ も の と 同 隈 に、ア レ ンソ メン 1・に 関 ず う アrタの 諏 とりて 便 鬧 され ら 現 行 の ア レン シ メン ト

が 戯 りま
’
島 アレン ジメン トに属 V5 匡 画 の 組 吉世と 褐．薗；現 行のアレンシ汐トか ら 褐 られ ま す．1 のにめ、」の 項 囲で扱 わ れ る 特

闇 ま、現 行 の ア L〃 ジ 汐 トに 属 す う 区 画 に だ け kSI で す。t の た 胡λ ア レ ンソ ル トを 変 更 丁 筍と、与 え られ た 区 画 の 矯
．
注 も区 更、ま

たぱ 未 定 批 な り窓 す。

図 5　 日本 語 に よ る 操 作 ガ イ ダ ン ス
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